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第33回

乳利用と牧畜成立
2003 年 10 月 25 日

牧畜という生業において乳という文化項目を重視する立場は、1960 年代における梅棹忠夫の著書「狩

猟と遊牧の世界」によって初めて明確に打ち出された。たしかに、家畜を飼う多くの民はその肉を食す

るよりも乳を主に食し、更に、搾乳のためには母仔分離や放牧地選択などの家畜管理の技法が必要であ

ることもあり、「搾乳と乳加工」に関わる一連の技術群が牧畜の基盤をなしているとする論説には説得

性があり、この論は多くの支持者を集めた。この梅棹の牧畜論が提起されて以来、はや半世紀が経とう

としている。この間、多くのフィールドワークが重ねられた。この状況を踏まえて、本例会では乳文化

の視座から牧畜という生業システムを再考するべく、考古学、民族学、生態人類学の三分野から各発表

者を配した。

考古学からは、三宅裕氏（東京家政学院大学人文学部）が、「牧畜と乳利用の開始について」と題して

報告した。西アジアでは、植物栽培が家畜飼養に先行して起こり、植物栽培と家畜飼養とが有機的に関

連しあった西アジア型農耕が先土器新石器文化（PPNB）後期に成立した。Payne 氏の動物骨の年齢構

成分析と自らの土器の構造分析とを統合し、乳利用の開始時期は、従来の Sherratt 説の紀元前 4000 年

紀後期紀から紀元前 6000 年紀後期にまで遡れると推論した。更に、ヤギ・ヒツジは肉資源としては効

率的な家畜でないこと、ヤギ・ヒツジの乳を利用するからこそ安定な畜産物供給ができることを主張し、

乳利用の開始時期は PPNB後期の家畜飼養の始まりとほぼ同時期にまで遡れるのではないかとする大

胆な仮説を提起した。この仮説は、「乳利用を前提とした家畜化の始まり」という新たな視点を家畜化

論に投げかけた上で意義深い。

報告者である平田は、民族学の立場から「乳利用の伝播と乳文化圏二元論」と題して報告した。ユー

ラシア大陸における乳加工体系の類型分類をおこない、アジアでは乳文化圏は 8つのタイプが存在し、

北方乳文化圏と南方乳文化圏に大きく二極化していることを指摘した。圏としての類型分類の妥当性や

起源が二つを意味する二元論というタームの是非についての指摘が多くなされた。類型分類するには全

体的な枠組みと分類基準とが必要であるとして、乳文化を題材に類型論についての議論が活発に交わさ

れた。報告者としての立場から述べれば、地理的分布の特徴として、冷涼な北方と温暖な南方とでは乳

加工技術が別々に発達していることは事実である。それ故、こうした二極化を引き起こしている背景を

知る上でも、圏の全体的な枠組みと分類基準の整備が急務であることが明らかになったといえる。

生態人類学からは、孫暁剛氏（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）が、「乳依存と生業維

持機構」と題し、ケニアのレンディーレ遊牧民やトゥルカナ遊牧民の事例を基に、食事に占める畜産物

の位置について報告した。乳製品は年平均して食料の約 60％を占めており、特にラクダ放牧キャンプ
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では生乳と血のみを摂取し、生乳の摂取のみでエネルギー必要量やタンパク質必要量はほぼ摂取可能で

あることを明らかにした。また、アフリカを広く比較分析し、西アフリカの遊牧民より東アフリカの牧

畜民の方が、より専業牧畜の性格が強く、より乳に依存した生活をしていることも指摘した。牧畜とい

う生業を生態人類学の視点から分析した孫氏の報告は、「乳に依存して生業が成り立つのか」という命

題に明快な回答を示している点で意義深い。

総合討論は、佐藤俊氏（筑波大学人文社会科学研究科）のコメントを端緒にはじめられた。搾乳と乳加

工のテーマが牧畜の成立に絡む事項であることには、梅棹の牧畜論で既に提起されてはいた。しかし、

今日、当時よりも現地の事例報告が格段に増えたことに言及し、蓄積されたデータを基に新たなる再検

討が可能になったことを佐藤氏は指摘した。その意味で、例会報告者ではなく、例会発表者という立場

で書くならば、今回の三名の発表が新たなる牧畜論への刺激となることを願ってやまない。

平田昌弘（京都大学大学院農学研究科）


